
高岡市立石堤小学校

学校だより ＮＯ．２

平成２８年 ５月 １３日

５月８日（日）に行われた親子奉仕活動では、大変お世話にな
りありがとうございました。グラウンドを中心に、前庭、プール
等、校地内がとてもきれいになりました。

明後日 ５月１５日（日）はいよいよ運動会です。今年のテーマは「全力を出し切り
心に残る 最高の運動会にしよう」です。これまで、子供たちは運動会に向けて、一生懸
命に練習に取り組んできました。そして、昨日はすがすがしい青空の下、予行を行いまし
た。真っ直ぐ並ぶ、大きく腕を振って行進する、競技に全力で取り組む、友達の応援をし
っかりとする、責任をもって係の仕事をする等、当たり前のことかもしれませんが、どの
子もしっかりと真剣に取り組んでいる様子にとても感動しました。短い練習期間でしたが、
一人一人の子供が大きな力を付けていることが分かり、本番がとても楽しみになりました。

行事を通して、子供は大きく伸びると言われますが、自分自身でそれを実感することで
本当の力になります。そのためには、自分のしたことを認めてもらえることがとても大切
になります。

市内のある校長先生のお書きになった冊子の中に次のようなものがありました。

運動会当日は、お子さんの成長の跡をたくさん見付けられるはずです！
たくさん見付けてください。そして、たくさん話を聞いて、いっぱい褒めてください。

ご来校をお待ちしております。

相手が「認められ感」をもてるようにするには、大きく分けて二つの方法があるので
はないだろうか。
一つには、相手の話をよく聞くことである。そのことにより、相手は自分の話を聞き、
自分の思いを分かってくれたと思う。おしゃべりを聞いてあげるだけで、相手は「認め
られ感」をもつことができる。
二つには、相手の言動がよかったとき、タイムリーに事実を挙げて褒めることである。
抽象的な褒め方ではなく、事実で褒められるから、本当に褒められたという気持ちをも
つことができる。 （畿央大学 島恒生先生の講演より）

５月１１日（水）団結ランチ がんばるぞぉ～！

きちんとならぼう


